
様式第２-１号 
   論   文   要   旨（課程博士）  

（ 和 文 ）                東京工芸大学 

学籍番号 2184201 氏  名 髙橋 愛枝 

論文題目 

 
 
建築物における外装材料の経年劣化の評価に関する研究 
 

（２０００字程度） 
 
建築物を長寿命化する要素の一つとして，使用する建築材料の耐久性向上が求められる。そのうち，外

装材料は屋外環境から建築物を保護するため，建築物の長寿命化として重要な役割を果たす。そのため，
近年，建築物の長期使用が推進される中，外装材料の長寿命化やメンテナンスの重要度が増している。し
かしながら，外装材料の種類は膨大であることや近年新しい材料の採用が増加しているが，経年劣化の評
価に関する研究は十分ではない。 
 過去 20 年程度に遡り，外装材料に関する代表的な研究開発キーワードを挙げると，｢環境配慮｣｢高品
質｣などが挙げられる。また，設計側のニーズという観点から，｢建築物の高層化・大型化｣に対応した研
究なども進められている。環境配慮の観点では，カーボンニュートラルなどとも絡めた外装用木材の利用
などが進んでいる。また，塗装技術の分野では環境と人体への影響に配慮し，従来の有機溶剤を含んだ塗
料を水系塗料に置き換える流れが進んでいる。高品質化の観点では，剥落が問題となっている外壁タイル
の分野で，従来から張り付けに使ってきたモルタルを，変形追従性に優れた有機系接着剤に置き換える流
れが進んでいる。また，建築物の高層化・大型化の観点では，従来よりも強い紫外線などに晒される高層
建築において，他の外装材よりも耐久性が低いと考えられているシーリング材の経年劣化を抑制するよう
な研究も進めていく必要が生じている。 
 そこで，現在の建築物で多用されている塗装された木材，塗装されたコンクリート，タイル仕上げ，お
よびそれらと併用されることの多いシーリング材の経年劣化の進行とその評価に関する研究を行うこと
とした。各材料で本論が目的とする経年劣化を，促進試験で予測するための手法を考案し検証するととも
に，屋外暴露試験などで実際の経年劣化を検証し，それらの結果から，実際の経年劣化の予測を試みるこ
ととした。 
 
木材表面で目やせや割れが進行していく過程および各種塗装による目やせと割れの抑制効果について，

促進耐候性試験および屋外暴露試験において検証を行った。今回の実験範囲の結果，以下の知見を得た。 
1) 提案した促進試験方法によって，目やせと割れの深さの進行過程は，経年に伴って直線的に増大する

傾向を示した。この傾向は屋外暴露試験でも確認された。 
2) 提案した促進試験方法によって，木材保護塗料の目やせと割れに対する抑制効果は造膜形，半造膜形，

含浸形の順に小さくなることを示した。この傾向は屋外暴露試験でも確認された。ただし，造膜形塗
料では木材の木目を活かせないという課題がある。 

3) 提案した促進試験方法によって，屋外での木材の目やせと割れの深さは概ね同等または安全側に推測
できることを示した。 

4) 2)の検討で造膜形よりも劣っていた半造膜形塗料に無機材料を混合することで，木材の木目を活か
し，かつ耐久性に優れた塗料を作製できることを示した。 

 
鉄筋コンクリート構造物において水系の仕上げ材を施した場合の中性化抑制効果を明らかにするため，

促進中性化試験および屋外暴露試験を実施し，その有効性の検証を行った。今回の実験範囲の結果，以下
の知見を得た。 
1) 提案した促進試験方法によって，水系の仕上げ材であっても，十分な中性化抑制効果があることを示

した。この傾向は屋外暴露試験でも確認された。 
2) 提案した促進試験方法によって，促進試験から屋外での中性化深さを概ね推測できることを示した。 
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論文要旨（２０００字）その２ 
 
 有機系接着剤による外壁タイル張り工法の耐久性を明らかにするため，促進劣化試験（温冷繰返し試験）
および屋外暴露試験を実施し，耐久性能の検証を行った。今回の実験範囲の結果，以下の知見を得た。 
1) 提案した促進試験方法によって，常温下では見られなかった有機系接着剤の劣化性状が確認できるこ

とを示した。 
2) 1）で劣化の確認された有機系接着剤は，屋外暴露試験でも良好な結果を得ることはできなかった。 
3) 促進試験と屋外暴露試験ともに，有機系接着剤の経年劣化の傾向として，界面による破断が増加する

ことや，破壊時エネルギーが小さくなることが確認された。したがって，促進試験によって屋外暴露
試験で生じる劣化を捉えることができることを示唆していると考える。 

 
超高層建築物におけるシーリング材の経年劣化を明らかにするため，促進耐候性試験および実際の超高

層建築物の調査を実施し，経年劣化の検証を行った。今回の実験範囲の結果，以下の知見を得た。 
1) 提案した促進試験方法によって，シーリング材の経年による伸び率は促進試験時間によって概ね直線

的に低下することを示した。 
2) 実際の超高層建築物の調査結果から，懸念されていた建築物高層階でのシーリング材の極端な劣化は

見られず，シーリング材の劣化は主に経年劣化の影響をもとに予測すればよいことを示した。 
3) 促進試験から超高層建築におけるシーリング材の劣化進行を安全側に評価できるものの，予測するに

はさらなるデータの蓄積が必要であった。 
 

以上の結果より，本論では建築物における外装材料の経年劣化の評価に関する研究として，現在の建築
物で多用されている塗装された木材，塗装されたコンクリート，タイル仕上げ，およびそれらと併用され
ることの多いシーリング材の経年劣化を，促進試験で予測するための手法を考案し検証するとともに，屋
外暴露試験や建築物で実際の経年劣化を検証し，それらの結果から経年劣化の予測を行い，本論の範囲内
において各外装材料の経年劣化を明確にした。 
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